






考察である。 「人体実験」という言葉は， 日本の医学界の文脈では， 一般に，忌避さ
れる傾向があり，代わりに 「臨床試験」とか 「治験」という耳になじみやすい言葉に





















で語られることであろう O また，ある者は第二次大戦中にナチス ・ドイツが行なった種々の







「治験」といった言葉に置き換えられ傾向にある O ここでは，土屋貴志に習って(3) 両者を
「人体実験」のカテゴリ ーとして扱うことにする。
さて，人体実験とは 「人体」に対して行なわれる 「実験」の謂し、だが，その実験とは，広辞

































































































































































行なった。移植を受けた患者は 18日目に死亡したが， そのことでバーナ ドーは非難されるこ














































もう一つ， I呪縛」 と言ったのは，近代医学の医師を支配している中心的理論である 「特定
病因論J2j) からくる治療上の絶対命令についてである。特定病因論に裏打ちされた 「近代医
学は，そしてわれわれの多くは， Iがん」とか 「肺結核」とか，病気を一つの 「単位」や 「種」



































































































































































ここで述べておきたいことは， このような大集団相手のマクロの EBM (エビデンス ・ベー
ス卜 ・メディシン)の時代になったとしても，個々の医師一患者関係というミクロの場での近
社会福祉学部論集第3号 (2007年3月)
代医学の一回性的実験性は微動だにしないというこ とである。 と同時に， EBMに 「裏づけら
れる」結果，現場における個々の 「人体実験性」の意識は忘却されつつ，治療的介入は 「科学
的」治療行為としての連帯意識の下に展開されることになろう O
ところで，土屋は， URL I人体実験の倫理学」の 「第 l固なぜ 「人体実験の倫理学」なの
かjC34) と， I第7回人体実験としての先端医療jC35)で 「実験性」の定義に言及している。前者
では 「医療においては，治療の中に 「実験性」が含まれている場合も」あるので 「治療と実験
はまったく別物だ」と言うことはでき」ないとし，I一般的な意味で 「実験」であることの程
度，すなわち〈結果が確定していないことを実地に試してみる，その試みであることの程度〉




規定している O しかし，頻度が高いと成功率が上がるという前提があるため，結局は 「安全性






























木本文ならびに 〔注〕の [ ]内は筆者の加筆。
(1)ここでいう 「近代医学」 とは， 汁nodernmedicine"の謂いである。つまり，私たちが，目下，
無冠で 「医学」と呼び習わしているものである。筆者は，何人かの医学史家のように，近代医学




医療」といった呼び名もあるが， ここでは主として 「近代医学」 ないしは単に 「医学」 という言
葉を使用する O
(2) Ch・プロス，G'アリ編(林功三訳) ~人間の価値J [副題 1918年から 1945年までのドイツの
医学]風行社， 1993年，特に 96-131頁。ナチス ・ドイツの人体実験を扱った書物は多数あるが，
中でも，本書は， 写真 ・図表も豊富で必読に値しよう。




る前向きな研究aprospective study comparing the effect and value of intervention (s) 
against a control in human beingsJ (Friedman LM， Furberg CD & DeMets DL， 









ろう監修 『すごい ! うちでもこんな実験ができるんだ!!J主婦と生活社，2006年，2-3頁。
(5) A・ワイル(上野圭一訳) ~人はなぜ治るのかJ (増補改定版)日本教文社， 1993年， 15 -19頁。
(6) L ・ゴールドマン 『医師が意見を異にするとき』時事通信社， 1975年， 99頁
(7) A・ワイル，前掲書 (5)，260-261頁。近代医学の医師でもあるワイルは， 近代医学と代替医
学 ・伝統医学など、の全ての治療法に共通する 6項目を挙けているが，その中で ① 「絶対効かな








( 8 )川喜多愛郎 『近代医学の史的基盤.][下]岩波書庖， 1977年， 963 -967頁
( 9) J ・トールワルド(塩月正雄訳) ~外科の夜明け』 講談社， 1971年， 397 -402頁
(10) J・トールワルド，前掲書(9)， 403 -405頁
(11) NHKテレビ 「シリーズ医師を問うj (第2回)討論 「医療の質をどうたかめるか?j， 2004年4
月 10日放映。この中で， 2つの事例が問題提起として紹介されている。 一つは，慈恵大学附属青
戸病院での内視鏡手術による患者致死事例で，もう一つは，埼玉医科大学附属病院における患者





























(20)村岡潔 「現代医療のしくみj，~看護学入門 (5 巻H メヂカルフレンド社， 2006年，15 -16頁
(21)佐藤純一「医学j，黒田浩一郎編 『現代医療の社会学』世界思想社，1995年， 22頁
(22)佐藤純一，前掲論文 (21)， 23 -26頁
103 
人体実験論(1) (村岡潔)
(23) B ・ディクソン(奥地幹雄 ・西俣総平訳)r近代医学の壁』岩波書庖，1981年， 69 -73頁。「魔法
の弾丸 (magicbullet) j という言葉は， 19世紀に特定病因論に基づいて血清療法のための抗毒
素を研究していた p.エールリヒの造語である。
(24) A・ワイル(上野圭一訳)r癒す心，治る力』角川書居， 1995年， 164 -165頁
(25) B ・ディクソン，前掲書 (23)，45 -48頁
(26) DAGI， TF (Revised by Davis， JK)・Autoexp巴rimentation，Encyclop巴diaof Bioethics (3 rd 
Edition)， pp. 242 -246， 2004。自己実験 Autoexperimentationとは自分自身を意図的に実験対
象とする実践をいうが，これは珍しい出来事ではなL、。過去4世紀にわたり 135件以上の事例が
文献的に裏付けられているが，正確な数は疑う余地なくさらに高いと思われる。
(27) B ・ディクソン，前掲書 (23)，89 -91頁
(28) NHKテレビ「その時歴史が動いたj，I北里柴三郎~伝染病から日本を守れj，2006年4月4白放
映。
(29) J・A・M・グレイ (斉尾武郎監訳)r!患者は何でも知っている(副題 :EBM時代の医師と患者)J
中山書庖， 2004年， 48 -51頁




(31) Ch・プロス， G'アリ編，前掲書 (2)，96-107頁
(32)資料集生命倫理と法編集委員会編『資料集 生命倫理と法』太陽出版， 2003年， 24頁
(33)伊藤道哉編著『医療の倫理資料集』丸善株式会社， 8 -12頁
(34)土屋貴志:URL: I人体実験の倫理学」第1固なぜ 「人体実験の倫理学」なのか 概説
http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/-tsuchiya/vuniv 99/expーlecl.html




所収，世界思想社， 1995年， 225 -244頁)を参照されたし。そこでは，先端医療について，安全
性や成功率とは別の尺度から解釈している。
(37)川喜多愛郎，前掲書 (8)，785-787頁
(38) C ・ベルナール，前掲書 (30)，146 -149頁
〔付記〕
本稿は 2006年度個人特別研究の成果報告である。
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